
金沢工業高等専門学校 基準７ 

基準７．学生支援等 

（１）観点ごとの自己評価 

観点７－１－① 学習を進める上でのガイダンスが整備され、適切に実施されているか。また、学生

の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され、機能しているか。 

（観点にかかる状況） 

・各学期初めにクラス担任が、クラス毎に学生便覧を使用して、学生生活上の事柄を中心にガイダン

スを実施してきました。平成17年度から全学生を対象に２年生～５年生は、第１学期授業開始の３

日間をオリエンテーションの期間とし、ガイダンスを行っています。また１年生は、穴水研修(人間

と自然Ⅰ)において、校長講話と担任ガイダンスを行っています。帰校後、主事ガイダンス、ＬＣガ

イダンス等を行っています。（資料７－１－①－１「オリエンテーション日程」） 

・各学科目の最初の授業では、科目担当者から学習上のガイダンスも実施しています。こうしたガイ

ダンスにおいて不明な点や疑問点は、直接担当教員に質問して解決したり、クラス担任を通じて解

決を図る等の対応が行われています。 

・学生に周知する内容は、学務会議で決定したうえで学生係がクラス担任連絡会議の中でクラス担任

全員に説明し共有化が図られ、さらには必要に応じて資料が作成される等、ガイダンスの内容の統

一性に留意しています。 
・各学科目が始まる最初の授業では、担当教員が学習支援計画書(シラバス)に基づき、科目概要・目
標や授業方法、アドバイス、成績評価基準、質問時間（オフィスアワー）について、学生に説明し

ています。 
・学生の修学上の相談は、クラス担任が受けることになっています。一方、部活顧問や科目担当者が

相談を受けることもあり、その場合も必ずクラス担任に通知されることになっています。クラス担

任は、正副２名の教員が受け持ち、学生の立場に立って助言を行うように努めています。これまで

の相談内容として「授業が良く理解できない」や、「資格取得にチャレンジしたい」また「一部の先

生や友人とうまくいかない」等があります。先の二つについては、随時質問を受け付ける体制（オ

フィスアワー）や、補習授業、特別講座等を実施しています。また、教員や友人とのコミュニケー

ションの問題に関しては「スクールカウンセラー」によるカウンセリングによって対応しています。 

・学生の自主的学習等の推進には、保護者の理解と協力が必要です。全ての保護者に対して配付して

いる学校だより「専（もはら）」（年３回発行）には、本校の教育研究の近況報告と共に、学生の自

主的な活動内容を紹介しています。 
・本校では、保護者及び教職員で組織する「育友会」を設けています。育友会では、保護者に向けた

学校見学会を開催しており、その中に、学生の「穴水湾自然学苑教育」を体験してもらうプログラ

ムを行っています。このプログラムでは、学生達が通常行う研修の一端を体験していただき保護者

からの直接的な評価を受け、本校教育の理解をいただく努力を行っています。（資料７－１－①－２

「見学会のご案内」）、（資料７－１－①－３「保護者からの評価」） 
（分析結果とその根拠理由） 

・クラス担任があらゆる相談窓口としての機能を持っています。クラス担任は、校長、教務主事、学

生主事、学科長と日常的に情報交換を行っており、学生一人ひとりの状況を把握し、関係教員との

情報共有に努めています。こうした取り組みによってガイダンスによる学生への情報提供は、適切

に機能していると考えています。 

・学習意欲の触発を教育の実践目標の一つとしている本校において、学生の学習上の相談は最も重要
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な「キッカケ」と位置付けられます。本校は、校長自ら率先して早朝学習と称する個別の補習授業

を実施する等、学生の学習意欲に応える個別指導や特別講座の開設が行われており、学生の相談に

積極的に対応しています。 

 

（資料７－１－①－１） 
「オリエンテーション日程」 
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（資料７－１－①－２） 
「見学会のご案内」 
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（資料７－１－①－３） 

「保護者からの評価」 
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2005.05.25  1 年生 保護者

 

観点７－１－② 自主的学習環境（例えば、自主学習スペース、図書館等が考えられる）及び厚生施

設、コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され効果的に利

用されているか。 

（観点にかかる状況） 

・授業時間外の各教室やコンピュータ演習室、マルチメディア演習室およびラウンジは自由に利用す

ることができます。学生は、試験勉強、レポート作成など学習の場として、また学生間のコミュニ

ケーションの場として有効に活用しています。さらに、金沢工業大学との教育支援に係わる共用施

設は、学生の自主的な学習やキャンパス生活の場として効果的に利用されています。 
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〔共用施設〕・ライブラリーセンター（図書館）  少人数での英語教育の授業にゼミ室を利用、図書 

館・放課後の自学自習に利用 

卒業研究論文の閲覧と研究活動に利用 

情報検索ガイダンス（利用者教育） 

（マルチメディア考房）  コンピュータによる創作活動の場として利用 

      ・工学設計教育センター（夢考房）  機械実習用施設として利用 

                     モノづくりの活動施設として利用 

            （スポーツ考房）    トレーニング・体力増進・健康管理施設として利用 

      ・自己開発センター                 資格取得教育の支援、資格の相談や講習会に利用 

      ・穴水湾自然学苑                  「人間と自然」教育に利用 

      ・天池自然学苑                     部活動に利用 

      ・池の平セミナーハウス             部活動に利用 

      ・扇が丘診療所                     健康診断や内科的疾病治療等に利用 

      ・工学基礎教育センター             数理教育の支援 

      ・情報処理サービスセンター         情報教育の支援 

      ・食堂・購買 

 

（分析結果とその根拠理由） 

・学園が運営する共用施設では、本校学生の利用は積極的であり、学生の満足度も高く、また、これ

ら施設の職員も、本校の教育の実践目標を共有しており、学生の立場に立った組織運営が行われて

いると認識しています。（資料７－１－②－１「各施設・設備の整備状況」）、（資料７－１－②－２

「ライブラリーセンター入館者数」）、（資料７－１－②－３「工学設計教育センター夢考房26利用者

数」）、（資料７－１－②－４「夢考房ライセンス取得者数」） 

 

（資料７－１－②－１） 

「各施設・設備の整備状況」 
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用途別室名 室　数 座席数 ﾊﾟｿｺﾝ台数 利用可能時間

高専ラウンジ 38 平日、土･日曜日　22時まで

コンピュータ演習室 2 122 1

79

22 平日　18時まで

ライブラリーセンター 150 1,715 平日 22時、土･日曜日　17時まで

夢考房 5 8 平日 21時、土･日曜日　17時まで

スポーツ考房・体育館 平日 20時30分、土日曜日17時まで

自己開発センター 3 8 平日 17時、土日曜日13時まで

穴水湾自然学苑 174

天池自然学苑 20

平日　15時まで(売店17時まで)

土曜日13時15分(売店14時まで)
食堂・購買 3 630



金沢工業高等専門学校 基準７ 

（資料７－１－②－２） 

「ライブラリーセンター入館者数」 
 
 

単位( 人)

平成12年度 平成13年度 平

 
 
 

成14年度 平成15年度 平成16年度

高　専 42,648 38,481 36,516 49,344 44,367

大　学 331,265 320,030 377,210 418,375 392,930

大 学 院 10,633 9,848 10,627 9,610 8,837

合　計 384,546 368,359 424,353 477,329 446,134

 

 
（資料７－１－②－３） 

「工学設計教育センター夢考房 26 利用者数」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度
４月 53 36 34 57 59
５月 54 52 105 160 87
６月 85 41 36 61 47
７月 157 71 112 110 147
８月 102 89 107 82 192
９月 200 153 307 277 410
１０月 236 123 207 166 386
１１月 117 134 67 106 202
１２月 89 158 142 315 325
１月 120 185 229 139 189
２月 102 235 261 197 270
３月 26 8 60 82 77
合計 1,341 1,285 1,667 1,752 2,391

（資料７－１－②－４） 

「夢考房ライセンス取得者数」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    ※夢考房での安全講習会は平成 12年で終了 
 

講習名
平成１１
年度

平成１２
年度

平成１３
年度

平成１４
年度

平成１５
年度

平成１６
年度

計

ＮＣフライス盤 0 3 2 1 0 1 7
テクニカルガイド 172 160 57 50 90 58 587
フライス盤 49 65 41 50 47 20 2
ボール盤 53 58 46 49 53 16 275
安全講習（※） 165 180 345
旋盤 49 50 53 52 55 20 279
電気 4 26 3 19 13 16 81
板金 58 60 47 47 53 53 318
平面研削盤 0 3 3 0 1 0 7
木工 46 61 43 55 56 65 326
溶接 45 65 43 52 52 50 307
総計 641 731

72

375 420 299 2,804338
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金沢工業高等専門学校 基準７ 

観点７－１－③ 学習支援に関する学生のニーズ（例えば、資格試験や検定試験受講、外国留学等に

関する学習支援等が考えられる）が適切に把握されているか。 

（観点にかかる状況） 

・学生に対する学習支援の取り組みの多くは学園の教育支援機構の各センターの協力を得て実施され

ています。各センターの支援に対するニーズは、ＫＴＣ総合アンケートや各センターが独自に実施

するアンケート等により把握されていると認識しています。(資料７－１－③－１「利用者アンケー

ト」) 

・資格取得や外国留学、補習授業、さらには課外活動等の本校が実施する学習支援活動に関する学生

の意見については、ＫＴＣ総合アンケートや日常的な教職員との意見交換を通じて把握されている

と認識しています。(資料７－１－③－２「資格取得に関するアンケート」)、(資料７－１－③－３

「英語の授業に関するアンケート」) 

（分析結果とその根拠理由） 

・ＫＴＣ総合アンケートの分析結果に基づけば、学生からは現行の支援内容に対する苦情や要望は特

にないと認識しています。 

・学習支援に関する学生の新たなニーズは、ＫＴＣ総合アンケートにおける学生の自由記述や教職員

との意見交換を通じて見出す努力を行っています。 (資料７－１－③－４「金沢高専に関するアン

ケート」) 

 

(資料７－１－③－１) 

「利用者アンケート」 

積極的な図書購入要求に期待  

 

設問６ ＬＣでは、どのような資料が不足していると思います

か。 

ＬＣを一層‘自分の本棚’として活用してもらうため、不足

していると感ずる資料を指摘してもらった。その結果は、（図16）

に示すとおりである。 

全体的に不足していると指摘された上位は、「趣味・生活・娯楽

関連図書」「資格検定関連図書」「工学系専門図書」である。

平成12年度のアンケート調査結果を踏まえ、平成13年度以降、

資格検定関連図書の充実を図ったものの、結果としてまだ不

足していると認識されているようである。資格や検定に関す

る参考書や問題集は、「平成○○年度版」と毎年出版されるも

のが多い。このため、資料の充実に努めてもすぐに古いとい

う印象を持たれやすいのではないか、と思われる。 

 

 どのような資料が不足していると思いますか（前回調査との比較）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成12年度全体

平成16年度全体

平成12年度高専

平成16年度高専

平成12年度大学院

平成16年度大学院

平成12年度学部

平成16年度学部 辞典類

学術雑誌

工学系専門図書

語学関連図書

人文・社会科学・体育関連図書

自然科学関連図書

就職関連図書

資格検定関連図書

趣味・生活・娯楽関連図書

その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「旦月会」 平成17年3月号 P.50 ） 
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(資料７－１－③－２) 

「資格取得に関するアンケート」 

学
年
・
属
性

一
〜

二
年
生

三
〜

五
年
生

一
〜

五
年
生

■ 資 格 取 得 の た め の サ ポ ー トに は 満 足 して い る

19 .7 %

2 7 .4 %

1 1 .1 %

1 2 .2 %

2 7 .5 %

1 9 .8 %

2 8 .6 %

1 8 .4 %

1 6 .7 %

2 5 .4 %

2 2 .0 %

2 1 .9 %

1 7 .2 %

2 0 .2 %

1 7 .0 %

2 3 .2 %

3 3 .2 %

3 7 .8 %

3 3 .3 %

3 1 .6 %

3 3 .9 %

2 8 .4 %

5 1 .8 %

3 9 .8 %

3 3 .3 %

3 3 .3 %

3 2 .0 %

3 4 .3 %

2 8 .4 %

3 5 .9 %

3 0 .8 %

3 3 .9 %

2 1 .6 %

1 4 .8 %

2 8 .1 %

2 6 .5 %

1 2 .8 %

2 5 .9 %

3 .6 %

1 7 .3 %

2 2 .2 %

2 5 .4 %

2 3 .0 %

1 8 .1 %

2 4 .1 %

2 0 .2 %

2 3 .2 %

2 0 .8 %

1 6 .4 %

1 0 .4 %

1 8 .5 %

1 7 .3 %

1 8 .3 %

1 8 .1 %

0 .0 %

1 7 .3 %

1 3 .0 %

1 2 .7 %

1 6 .0 %

1 9 .0 %

1 7 .2 %

1 6 .7 %

1 5 .2 %

1 6 .7 %

9 .1 %

9 .6 %

8 .9 %

1 2 .2 %

7 .3 %

1 6 .1 %

7 .1 %

1 4 .8 %

7 .0 %

6 .7 %

1 2 .9 %

7 .1 %

1 3 .8 %

5 .4 %

3 .2 %

7 .8 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

在 学 生 計

1年 生

2年 生

3年 生

4年 生

5年 生

教職 員

電気情報

機械工学

国際 コミ

電 気電 子

情 報工学

機械工学

電気情報 ・電 子

機 械工 学

国際 ・情 報

そ う思 う まあ そ う思 う あ ま りそ う思 わ ない そ う思 わ ない 不 明 ・無 回 答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「平成16年度 KTC総合アンケート調査結果」P.28） 

 

(資料７－１－③－３) 

「英語の授業に関するアンケート」 

学
年
・
属
性

一
〜

二
年
生

三
〜

五
年
生

一
〜

五
年
生

■ 英 語 の 授 業 内 容 に は 満 足 し て い る

31 .4 %

4 5 .9 %

2 8 .9 %

4 5 .9 %

1 7 .4 %

1 8 .1 %

3 0 .4 %

3 4 .7 %

3 5 .2 %

4 4 .4 %

2 6 .0 %

2 8 .6 %

2 5 .0 %

3 0 .3 %

2 9 .9 %

3 4 .5 %

3 8 .1 %

4 2 .2 %

4 3 .0 %

4 3 .9 %

2 2 .0 %

3 7 .9 %

3 3 .9 %

4 4 .9 %

4 5 .4 %

3 4 .9 %

2 9 .0 %

3 8 .1 %

3 6 .2 %

3 6 .9 %

4 0 .6 %

3 6 .9 %

1 2 .1 %

8 .9 %

1 7 .8 %

8 .2 %

7 .3 %

1 7 .2 %

3 .6 %

1 2 .2 %

1 3 .9 %

1 4 .3 %

1 8 .0 %

6 .7 %

9 .5 %

1 5 .2 %

1 1 .6 %

9 .5 %

4 .7 %

1 .5 %

6 .7 %

1 .0 %

2 .8 %

1 1 .2 %

3 .6 %

6 .1 %

0 .9 %

6 .3 %

5 .0 %

3 .8 %

6 .0 %

5 .6 %

3 .6 %

4 .8 %

1 3 .7 %

1 .5 %

3 .7 %

1 .0 %

5 0 .5 %

2 8 .6 %

2 .0 %

4 .6 %

2 2 .0 %

2 2 .9 %

2 3 .3 %

1 2 .1 %

1 4 .3 %

1 4 .3 %

0 .0 %

1 5 .5 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

在 学 生 計

1年 生

2年 生

3年 生

4年 生

5年 生

教 職 員

電 気 情 報

機 械 工 学

国 際 コ ミ

電 気 電 子

情 報 工 学

機 械 工 学

電 気 情 報 ・電 子

機 械 工 学

国 際 ・情 報

そ う思 う ま あ そ う思 う あ ま りそ う思 わ な い そ う思 わ な い 不 明 ・無 回 答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典「平成16年度 KTC総合アンケート調査結果」P.26） 
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（資料７－１－③－４) 

「金沢高専に関するアンケート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典「平成16年度 KTC総合アンケート調査結果」P.114） 

観点７－１－④ 資格試験や検定試験受講、外国留学のための支援体制が整備され、機能しているか。 

 

（観点にかかる状況） 

・資格取得のための特別講座を開講し支援しています。（資料７－１－④－１「資格試験講座開設状況・

受講者数」）また、その他適時に学生の要求に応じて補講も行っております。 

・外国留学については英語科教員によるガイダンスや特別講座等の支援を行い、積極的に推進してい

ます。本校の特色として単位互換により在学のままで留学できる制度を発足させ、より一層の充実

を目指すこととしています。 

・外国留学プログラムの実施ならびに全ての支援は、金沢高専の国際交流委員会と同委員会より指示

を受けた英語科が主体となって行っています。国際交流委員会では、留学先のオタゴ・ポリテクニ

クでの学習内容、留学規定、留学参加者の選抜から出発までの準備内容、留学中の諸注意などの全

ての実施に関わる事をこの委員会で討議し決定しています。英語科は、国際交流委員会の指示を受

けて実務的作業を行っています。 
また、留学先ではニュージーランド在住の日本人女性を採用し、学生の日常生活や学習の問題点

などに対応しています。 
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（資料７－１－④－１） 

「資格試験講座開設状況・受講者数」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　講　習　会　名　　　
平成11年
度

平成12年
度

平成13年
度

平成14年
度

平成15年
度

平成16年
度

総　計

37 23 15 75
46 8 3 4 16 2 79

1 2 3
2 2

1 6 3 3
0

10 10
（理論）
（機械）
（電力） 1 1 2
（法規） 1 1 2

18 32 12 37 51 17 167
10 20 10 30 27 19 116

基本情報技術者
（第二種情報処理技術者）

2 1 3

システムアドミニストレータ 2 1 3
0

1 1

8 8 16
8 39 18 20 28 15 128
2 2 4

25 25
71 20 6 20 7 124

日商簿記検定 3 3
37 31 48 27 23 4 170

88 42 24 34 47 235
3 3

1 1
Ｗord/Ｅxcel

242 284 156 195 200 108 1,185

実用英語検定

日本語文章能力検定

２級

一般

実用数学技能検定
２級
準２級
３級
３級

３級

合　　計

ガス溶接技能者（認定講習）
電気取扱業務安全衛生特別教育（認定講習）
照明コンサルタント

宅地建物取引主任者

３級
４級

準２級

直前

直前

２級
準２級

準１級

（筆記）
（技能）

第三種電気主任技術者

（理論）
（機械）
（電力）
（法規）

第三種電気主任技術者 直前

第二種電気工事士

コース名

二級ボイラー技士
（認定）
（筆記）

危険物取扱者（乙種各類）

13

（分析結果とその根拠理由） 

・資格取得については、現在行っている特別講座の充実を図り、継続して支援することで成果が得ら

れるものと考えています。（資料７－１－④－２） 

・外国留学に関しては、希望者が多く苦慮している所です。学生の安全を考え留学先の選定には特に

留意しております。単位互換によるニュージーランド留学については、本校職員として２名を現地

採用し、万全を期す体制のもと実施しており、米国の短期英語研修には英語科の教員が４名程度引

率者として同行しています。（資料７－１－④－３「海外留学状況」） 
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（資料７－１－④－２） 
「自己開発センター利用案内（資格試験日程表）」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 「学生便覧 2005」P.80） 
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「自己開発センター利用案内（資格試験日程表）」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 「学生便覧 2005」P.81） 
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（資料７－１－④－３） 
「海外留学状況」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年　度 期　  　間 留　学　先 参   加    者    数   ( ):女子学生内数

(ｱﾒﾘｶ) 電気工学科  ３年生　 27(5)人

機械工学科 ３年生　    6人

機械工学科 ４年生　    1人  　  計 34(5)人

(ｱﾒﾘｶ) 電気工学科  ３年生　 28(8)人

電気工学科 ４年生　    2人

機械工学科 ３年生　   13人　   計 43(8)人

(ｱﾒﾘｶ) 電気工学科  ３年生　 26(4)人

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学 機械工学科 ３年生　   14人　   計 40(4)人

(ｱﾒﾘｶ) 電気工学科  ３年生　 30(5)人

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学 機械工学科 ３年生  15(1)人     計 45(6)人

(ｱﾒﾘｶ) 電気工学科  ３年生　 26(4)人

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学 機械工学科 ３年生     8人     計 34(4)人

電気工学科 ３年生  　 22人

(ｱﾒﾘｶ) 機械工学科  ２年生  　  6人

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学 機械工学科 ３年生 　   8人

電気情報工学科 ２年生  14(1)人

国際 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科  ２年生   9(4)人  計 59(5)
人

(ｱﾒﾘｶ) 電気情報工学科 ２年生  13(1)人

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学 機械工学科     ２年生　 7(1)人

国際 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科  ２年生   16(2)人  計 36(4)
人

年　度 留　学　先

(ｱﾒﾘｶ)

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

(ｱﾒﾘｶ)

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

(ｱﾒﾘｶ)

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

(ｱﾒﾘｶ)

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

(ｱﾒﾘｶ)

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)

(ｱﾒﾘｶ)

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)

ｵﾀｺﾞ・ ﾎﾟﾘﾃｸﾆｸ

(ｱﾒﾘｶ)

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)

平成 14年度

平成 15年度

平成 16年度

機械工学科  ３年修了生  　    3人

機械工学科  ４年修了生  　    1人                    計  12(1)人

電気工学科　３年修了生    　 2人

機械工学科  ５年修了生       1人                    計      3人

電気工学科　２年修了生 　 16(1)人

電気工学科　４年修了生  　　 1人

電気工学科　５年修了生  　   3人                    計      4人

平成 15年度 6月 30日～ 8月 18日

平成 16年度 6月 30日～ 8月 4日

平成 13年度 6月 30日～ 8月 4日

平成 14年度 6月 30日～ 8月 18日

平成 12年度 6月 30日～ 8月 4日

 海外英語研修(短期 )

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

ｾﾝﾄ･ﾏｲｹﾙｽﾞ大学

平成 11年度 7月 1日～ 8月 5日

 海外留学  (期間 :４月上旬から翌年３月下旬)

電気工学科　４年修了生  　　 4人

機械工学科  ４年修了生  　    2人

機械工学科  ５年修了生     2(1)人　　　　　　　　　計  8(1)人

電気工学科　５年修了生  　 2(2)人

機械工学科  ４年修了生  　    1人        　           計   3(2)人

平成 11年度

平成 12年度

平成 13年度

電気工学科　４年修了生  　　 2人

機械工学科  ４年修了生  　    1人                    計      3人

平成 17年度 6月 30日～ 8月 4日

参  　　加　  　者　　  数  　　   ( ):女子学生内数

平成17年度 電気情報工学科　　２年修了生　　6人

機械工学科　　　　２年修了生    1人

国際 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ情報工学科　２年修了生   15(5)人    　計　22(5)人
ｵﾀｺﾞ・ ﾎﾟﾘﾃｸﾆｸ

電気工学科　３年修了生     　 1人                 　計      1人

機械工学科  ２年修了生     8(2)人                   計   27(5)人

ｵﾀｺﾞ・ ﾎﾟﾘﾃｸﾆｸ

電気工学科　４年修了生  　　 1人　　　　　　   　　計      1人

電気工学科　３年修了生  　 8(1)人

電気工学科　３年修了生  　 2(1)人

電気工学科　４年修了生  　 1(1)人

 ５ 

 23 

 電 気 情 報 工 学 科         ２ 年 修 了 生   6人 
機 械 工 学 科                    ２ 年 修 了 生   1人 
国際コミュニケーション情報工学科 ２ 年 修 了 生   15（5）人 
電 気 工 学 科                    ５ 年 修 了 生   1人 

 人 

 人 
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観点７－１－⑤ 特別な学習支援が必要な者（例えば、留学生、編入学生、社会人学生、障害を持つ

学生等が考えられる）がいる場合には、学習支援体制が整備され、機能しているか。 

（観点にかかる状況） 

・本校には現在４年次クラスに１名の編入学生が在籍しています。工業高等学校出身者であり、専門

科目には違和感なく溶け込める状況にあります。数理科目においては必要に応じて個別指導を実施

することで対応することにしています。 

（分析結果とその根拠理由） 

・編入学生が１名と少数であることから十分に目が行き届いた状況の中で、適切な対応ができると考

えています。また当人の学習における満足度も高いと認識しています。 

 

観点７－１－⑥ 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され、機能してい

るか。 

（観点にかかる状況） 

・課外活動に関しては、３年生まで全員が部活動に参加することを義務付けており、各部には教員が

顧問を担当しています。部活動のコーチは、本校の非常勤職員としての身分で採用された者が当た

るなど、支援体制の充実に努力しています。各種コンテストへの参加を希望する学生が増えてきた

ことから、「プロジェクト」活動として担当教員が活動の支援を行っています。 

・学生会には、学内に学生会室を置き、学生主事が活動の助言や支援を行っています。（資料７－１－

⑥－１） 

・本校には、クラブハウスがあります。全ての部活動に居室が提供できているわけではありませんが、

有効に利用されていると認識しています。（資料７－１－⑥－２「部活動について」） 

（分析結果とその根拠理由） 

・本校の課外活動は、人間力養成の一翼を担う重要な位置付けにあります。そのため、支援体制の充

実に、大きな努力を払っています。こうした努力の成果として、いくつかの部活動やプロジェクト

活動において、一定の成績が収められているものと考えています。（資料７－１－⑥－３「部活動一

覧」）、（資料７－１－⑥－４「夢考房プロジェクト参加者数一覧表」）、（資料７－１－⑥－５「プロ

ジェクト活動成果」） 
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（資料７－１－⑥－１） 

「金沢工業高等専門学校学生会会則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 会 会 則 
                       

第１章 総 則 
第１条 本会は金沢工業高等専門学校学生会と称する。 
第２条 本会は学校の指導のもとに学生が自発的な活動を行い、それを通して自治的精神の向上を
図り、人格を陶冶し、高等専門教育の目的達成に資することを目的とする。 

第３条 本会は金沢工業高等専門学校の全学生をもって構成する。 
第２章 役 員 

第４条 本会に次の役員を置く。 
(1) 会長１名 
(2) 副会長２名 
(3) 書記２名 
(4) 会計２名 
(5) 監査委員３名 

第５条 役員は会員中より選挙によって選出される。 
第６条 役員の任期は１年とし毎年 10 月 16 日に始まり翌年の 10 月 15 日に終わる。ただし、補充
された役員の任期は前任者の残任期間とする。なお、役員は任期が満了しても次期役員が就任
するまではその任務を続けなければならない。 

第７条 役員(ただし監査委員を除く。)は学生会議会員の３分の２以上の要求があれば辞職しなけ
ればならない。 

第８条 役員は病気又はその他の理由により職務を執行できないときは辞職しなければならない。
第９条 役員に欠員が生じた場合には２週間以内に、補欠選挙を行わなければならない。 
第 10 条 会長は本会を代表し会務を総理する。ただし、校外の他の団体と関連ある場合には学生
主事の指導承認を受けなければならない。 

第 11 条 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその任務を代行する。 
第 12 条 書記は議会の書記を兼任し、記録書類の整備保管に当たり、その庶務的事務を取り扱う。
第 13 条 会計は本会の会計に関する事務を取り扱い、本校の学生主事との連絡のもとに本会の財
務管理に当たり、出納については本校の事務局長に委任する。 
第３章 学生会議会 

第 14 条 学生会議会(以下「議会」という)は本会の最高議決機関であり、議員、役員各委員会委
員長をもってこれを組織する。ただし議決権は議員のみに与えられる。 

第 15 条 議員は各学級より選出された学級委員２名が兼任する。任期は半年とし、前期は４月１
日に始まり同年の 10 月 15 日に終わる。また、後期は 10 月 16 日に始まり翌年の３月 31 日に終
わる。 

第 16 条 議員は議会で行った演説、討論又は表決について議会外で責任を問われない。 
第 17 条 各部の部長、主務は必要に応じて議会に出席することができる。ただし、発言権のみを
有するものとする。 

第 18 条 定例議会は毎年５月と 11 月に開く。議会の招集は議長がこれを行う。 
第 19 条 臨時議会は次の場合に開かなければならない。議長がこれを招集する。 
(1) 執行委員会において必要と認めたとき。 
(2) 総議員の３分の２以上の要求があったとき。 

第 20 条 議会の必要定数は総議員の３分の２以上とする。 
第 21 条 議会の議事は出席議員の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長がこれを決する。
第 22 条 議会の招集期日、場所、議題は３日以前に公示しなくてはならない。ただし、臨時議会
の場合にはこの限りではない。 

第 23 条 議長は議員の互選によって選出され副議長は議長が指名する。 
第 24 条 議長、副議長の任期は第 15 条の規定を準用する。 

 



金沢工業高等専門学校 基準７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生便覧 2005」PP.109～111） 

 

第４章 執行委員会 
第 25 条 執行委員会は本会の最高の執行機関である。 
第 26 条 執行委員会は第４条で規定された役員(ただし監査委員を除く)と学級、文化、体育、公
安、特教、部活動の各専門委員会の委員長をもって組織する。 

第 27 条 執行委員会は本会に必要な事項の原案を作り議会に提出する。 
第 28 条 執行委員会は議会の決議事項を執行する。 
第５章 専門委員会 

第 29 条 本会に執行委員会の職務を補佐するために、次の専門委員会を設置する。 
(1) 学級委員会 
(2) 文化委員会 
(3) 体育委員会 
(4) 公安委員会 
(5) 特教委員会 
(6) 部委員会 

第 30 条 学級委員会は学級委員によって組織し、学生会の運営に協力する。 
第 31 条 文化委員会は文化委員によって組織し、文化的行事の運営に協力する。 
第 32 条 体育委員会は体育委員によって組織し、体育的行事の運営に協力する。 
第 33 条 公安委員会は公安委員によって組織し、学生主事との連絡のもとに校紀校風の刷新向上
にあたる。 

第 34 条 特教委員会は特教委員によって組織し、学校行事の運営に協力する。 
第 35 条 部委員会は各部の部長によって組織し、各部の健全な活動向上にあたる。 
第 36 条 各専門委員会に委員の互選により選任された委員長１名、副委員長１名を置く。 
第 37 条 その他必要に応じ議会の承認を得て特別専門委員会を設けることができる。 
第６章 部 

第 38 条 本会には会員の健全な趣味、豊富な教養、強健な体力を養うとともに集団協力の態度を
培うために部を置く。 

第 39 条 部には部長、主務を置く。 
第 40 条 部の新設、合併及び廃部は部委員会で協議議決した後、議会で協議可決し、校長の承認
を得て決定する。 

第 41 条 本会は会員の同好者をもって構成する同好会の新設を部委員会の議決、議会の承認と校
長の決定により認めるものとする。 
第７章 監査委員会 

第 42 条 監査委員会は本会の監査機関である。 
第 43 条 監査委員会は３名の監査委員をもって組織する。 
第８章 選挙管理委員会 

第 44 条 選挙管理委員会は各学級から２名ずつ選出された学級委員をもって組織し役員の選挙の
管理に当たる。 

第 45 条 選挙管理委員会は委員の互選によって選出された委員長、副委員長各１名を置く。 
第９章 会 計 

第 46 条 本会の会計年度は４月１日に始まり翌年の３月 31 日に終わる。 
第 47 条 本会の経費は会費、寄付金、その他をもってこれに当てる。 
第 48 条 本会の予算、決算は議会の承認を受けるものとする。 
第 10 章 校長の権限 

第 49 条 校長は本会の最高顧問として本会の議決が学校行政や学生指導に障害を及ぼし、また校
長の法的責任を侵すと認めたときは、これを拒否することができる。 
第 11 章 顧 問 

第 50 条 本会には校長によって任命された学生会顧問教員を置く。 
第 51 条 部には校長によって任命された部顧問教員を置かなければならない。 
第 12 章 改 正 

第 52 条 会則の改正は議会の総議員の３分の２以上の賛成で議決され、校長の承認を得て施行さ
れる。 
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（資料７－１－⑥－２） 

「部活動について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生便覧 2005」P.101） 
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（資料７－１－⑥－３） 

「部活動一覧」 

 

 

 

 

 

 

 
（資料７－１－⑥－４） 

「夢考房プロジェクト参加者数一覧表」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－⑥－５） 

「プロジェクト活動成果」 

 

1） 陸上競技部 9） 卓球部 1） 吹奏楽部

2） バレーボール部 10） バドミントン部 2） 放送・無線部

3） バスケットボール部 11） 水泳部 3） 電子計算機部

4） ソフトテニス部 12） 剣道部 4） 写真部

5） テニス部 13） 柔道部 5） 美術部

6） 野球部（上級生） 14） ラグビー部 6） ハンズオン部

7） 野球部（下級生） 15） スキー部 7） 将棋部

8） サッカー部

運動部 文化部

年度 ソーラーカー（夢考房プロジェクト） RoboCup（夢考房プロジェクト） プロコン（プロジェクト） ロボコン（プロジェクト）

・ソーラーカーレース鈴鹿 '99
　総合3位

・RoboCup プロジェクト発足

・ワールドソーラーカーラリーin大潟
　総合10位

・人口知能学会 AI チャレンジ研究会
　参加

・1999 World Solar Challenge
（オーストラリア)
　総合5位（日本勢1位）

・福井 FAN99 に参加

・ソーラーカーレース鈴鹿 2000
　総合4位

・ロボティックス・メカトロニクス
　講演会'00へ参加

・全日本学生ソーラーカーチャンピオンシップ
　優勝

・RoboCup 　JAPAN-OPEN2000
　決勝リーグ進出　4位
・RoboCup World championships
(世界大会）
　リーグ6位

・全日本ソーラーカーチャンピオンシップ
　優勝
・2001 World Solar Challenge
(オーストラリア）
　総合9位（日本勢2位）

・ソーラーカーレース鈴鹿 2002
 総合第4位

・Robocup  JapanOpen
  春キャンプ参加

・全日本ソーラーカーチャンピオンシップ
　3位

・Robocup 世界大会
　決勝リーグに進出し準優勝

・ソーラーカーレース鈴鹿 2003
 総合3位

・Robocup  JapanOpen2003 in Niigata
　優勝

・全日本ソーラーカーチャンピオンシップ
　3位

・Robocup2003 Padova
　準優勝

・ソーラーカーレース鈴鹿 2004
 総合4位
 三重知事賞受賞

・Robocup  JapanOpen2004 in Osaka
　準優勝

・Robocup2004 Lisbon
　準優勝
  （高専生参加なし）

平成11年度

◇全国高専第10回プログラミングコンテスト
　課題部門：審査委員特別賞アイデア賞
　　　　　「九谷的絵付法～達筆絵付人～」
　課題部門：敢闘賞
　　　　　「わたあめアシスタント」
　競技部門：敢闘賞
　　　　　「ジグソー・ピース＜はっつけ君＞」

平成12年度

◇全国高専第11回プログラミングコンテスト
   課題部門：敢闘賞
　　　　　「フラワーオリエンテーリング」
   コンテンツ部門：審査員特別賞努力賞
　　　　　「ツールドＪＡＰＡＮｻｲｸﾘﾝｸ゙ ｼｭﾐﾚー トｼｽﾃﾑ」

◇アイデア対決・全国高専ロボットコンテスト2000
　東海北陸地区大会　　参加
　「姫乃菩離天登武士（きのぼりてんとうむし）」
　「Heaven’s day」

平成13年度

・RoboCup Japan Open 2001 in Fukuoka
　予選敗退

◇全国高専第12回プログラミングコンスト
　課題部門：審査委員特別賞
　　　「Beach Cleaning System～思い出のなぎさ～」
　コンテンツ部門：審査委員特別賞
　　　「家具夜姫～家具配置支援システム～」
　コンテンツ部門：敢闘賞
　　　「カラオケしゅわわ－」
　競技部門：特別賞
　　　「電脳爺の苦悩～Effort of CyberGrandpa～」

◇アイデア対決・全国高専ロボットコンテスト2001
　東海北陸地区大会
　ベスト４：「フイッシャーズ」
　ベスト８：「風来坊」

平成16年度

◇全国高専第15回プログラミングコンスト
　　競技部門：「記憶のかけら」

◇アイデア対決・全国高専ロボットコンテスト2004
　東海北陸地区大会
　特別賞：Ｂチーム「MARS WALKER」

平成14年度

◇全国高専第13回プログラミングコンスト
　　課題部門：優秀賞
　　　「しゃぼんだま～昔の自分へForever Memories
～」
　　自由部門：敢闘賞「俳句 Love」

◇アイデア対決・全国高専ロボットコンテスト2002
　東海北陸地区大会
　技術賞：Ｂチーム粒々 （ツブツブ）辛苦

平成15年度

◇全国高専第14回プログラミングコンスト
　　課題部門：優秀賞・学生交流企画賞
　　　　「すのチェリー～RESURRECTION～」
　　競技部門：「ズワイガニ」

◇アイデア対決・全国高専ロボットコンテスト2003
　東海北陸地区大会
　特別賞受賞（全国大会へ）：「サシウス」
◇アイデア対決・全国高専ロボットコンテスト2003
　全国大会
　２回戦敗退：「サシウス」

　　　　　　　　　　年度

プロジェクト名
平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 総計

ロボット 15 11 21 34 21 22 124

RoboCup 2 3 0 5

ソーラーカー 2 3 5

ソーラーボート 3 1 1 5

風力発電 1 1 2

総　計 15 11 21 39 28 27 141



金沢工業高等専門学校 基準７ 

観点７－２－① 学生の生活や経済面に係る指導、相談、助言を行う体制が整備され、機能している

か。 

（観点にかかる状況） 

・学生の生活に係わる指導や相談は、クラス担任及び学生主事、学生係が担当し、経済面に係わる相

談や助言は事務局長が担当しています。特に、生活面において、早期の対応が必要な事もあり、毎

日、学生の出欠状況を把握し、欠席者については、当日中に理由を保護者に確認しています。 

・女子学生に対しては、本校の女性教員を相談窓口とする仕組みを作り、学生に周知しています。 

（資料７－２－①－１「性差別防止委員会規則」） 

・キャンパス・ハラスメントに係わる相談については、キャンパス・ハラスメント防止委員会で対応

しています。（資料７－２－①－２「キャンパス・ハラスメントについて」）、（資料７－２－①－３

「金沢工業高等専門学校キャンパス・ハラスメントの防止等に関する規程」） 

・学生にはガイダンスで学生便覧の記載内容を説明し、学生生活における悩みや不安については、相

談窓口の「心の相談室」での対応を伝えています。 

・教職員には、「アカデミック・ハラスメント防止のヒント」、「セクシュアル・ハラスメント防止に向

けて」を配付しています。 

・本校には、スクールカウンセラーがおり、必要に応じて相談できる体制が整備されており、学生の

立場を理解して対応するよう努力しています。（資料７－２－①－４「カウンセリングの取扱い要

項」） 

・本校には診療所があり、専門の医師や看護師による学生の健康管理に努めています。（資料７－２－

①－５「キャンパス内での診療」） 

・経済面については、社団法人日本学生支援機構（旧 日本育英会）や県の奨学制度の利用を助言する

等の対応を行っています。また経済的理由に対する対応とは異なりますが、特待生制度に基づく奨

学金の給付を行っています。（資料７－２－①－６「奨学制度の利用」）、（資料７－２－①－７「金

沢工業高等専門学校特待生規程」）、（資料７－２－①－８「高専の特待生に関する細則」） 

（分析結果とその根拠理由） 

・学生の生活や経済面での相談には、常に保護者との連携が必要であり、毎年５月と12月に開催され

る育友会において、保護者との面談を行うことで連携を図っています。また、必要に応じて、その

都度保護者と個別に面談を行う等、学生の問題解決に努力しています。こうした取り組みは、保護

者との高い信頼関係に繋がり、機能していると考えています。 

・学生の健康やハラスメント等に対する体制は、整備されていると考えます。 
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（資料７－２－①－１） 

「性差別防止委員会規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.26） 

性 差 別 防 止 委 員 会 規 則 

 

(目的) 

第１条 本学園が定める「性差別の防止に関する指針」の適切なる運用を計るため、本委員会を置

く。 

 (委員会) 

第２条 委員会の委員は、理事長が任命する。 

２ 委員長は理事長が任命する。 

３ 委員長は委員会の業務を統括し委員会を代表する。 

４ 委員会は委員長が必要に応じて招集する。 

５ 委員長において必要ある時は、委員数名による小委員会を置くことができる。 

 (委員会業務) 

第３条 委員会は次の事項について審議し、性差別防止の推進並びに性差別に関する調査を行う。

(1) 性差別防止に関する広報活動 

(2) 相談窓口に関する事項 

(3) 性差別の相談・苦情に関する調査 

(4) その他委員会において必要な性差別防止に関する事項 

 (調査) 

第４条 前条第３項による調査は、委員長が指名する委員数名による小委員会が行う。 

２ 委員長は必要に応じて相談者の精神的な保護を目的にカウンセラーを立ち合わせる等の措置を

講ずることができる。 

 (守秘義務) 

第５条 委員は前条による調査によって知り得た個人の情報を他に洩らしてはならない。 

 (連携) 

第６条 相談・苦情に対応する場合、委員長は関連部署と密接に連携し、関係者の保護等必要な措

置を講ずる。 

 (報告) 

第７条 委員長は第４条の調査結果を速やかに人事委員長並びに学長又は校長に報告し、その措置

を求めることとする。 

 (事務) 

第８条 委員会の事務は学生相談室(カウンセリングセンター)が行う。 

附 則 

１ この規則は、平成14年４月１日から施行する。 
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（資料７－２－①－２） 

「キャンパス・ハラスメントについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生便覧 2005」PP.106～107） 
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（資料７－２－①－３） 

「金沢工業高等専門学校キャンパス・ハラスメントの防止等に関する規程」 

 

 
(目的) 
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第２条 こ
 (1) 教職

るこ

 

 (2) 言動
(キャンパ

第３条 本
ス・ハラ
(委員会の
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５ 委員会
(相談員)

第７条 本
ンセラー

２ 相談員
３ 相談員
４ 相談員
５ 委員と
(相談員及

第８条 相
 (1) 苦情
 (2) 苦情
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金沢工業高等専門学校 ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄの防止等に関する規程 

の規程は、性差別の防止に関する指針に則り、金沢工業高等専門学校(以下「本校」とい
ける教職員のセクシャアル・ハラスメントに対する認識を深め、その防止等を図るとと
育の場としての本校に相応しいコミュニケーションができる快適なキャンパス・ライフ
目指し、学生の能力が十分に発揮できる環境を整えることを目的とする。 

の規程において、「キャンパス・ハラスメント」とは、次に掲げる行為をいう。 
員の立場や権力の濫用に起因すること 、学生に就学上の利益又は不利益に影響を与え
と。 

で 

、掲示等により不快な念を抱かせるような環境を作為すること。 
ス・ハラスメント防止委員会) 
校にキャンパス・ハラスメントの苦情相談への対応並びに防止等を図るため、キャンパ
スメント防止委員会(以下「委員会」という。)を置く。 
任務) 
員会の任務は、次の各号に掲げる事項とする。 
から付託されたキャンパス・ハラスメントに関する事項の調査及び検討 
ンパス・ハラスメントの防止に関する啓発 
ンパス・ハラスメントに関する相談員等からの報告の事実調査 
ンパス・ハラスメントの再発防止にかかる改善策の立案及び実施の検討 
他キャンパス・ハラスメントに関する重要な事項の検討 
構成) 
員会は、次の各号に掲げる委員をもって構成する。 
主事 
主事 
指導主事 
主事 
局長 
他校長が必要と認める教職員 
運営) 
員会に委員長を置き、教務主事をもって充てる。 
は、委員会を召集し、その議長となる。 
に支障があるときは、予め委員長が指名した者が議長の職務を代行する。 
は、委員会の結果を取りまとめて、速やかに校長に報告しなければならない。 
は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。
 
校にキャンパス・ハラスメントに関する苦情の申出及び相談に対応する相談員及びカウ
を置く。 
の数は５名程度とし、委員会の推薦により、校長が指名する。 
の半数程度は女性とする。 
の任期は２年とし、再任を妨げない。 
相談員は、兼務することができる。 
びカウンセラーの任務) 
談員及びカウンセラーの任務は、次に掲げる事項とする。 
相談に関して指導及び助言をすること。 
相談の内容について委員会に報告すること。 
) 
の規程に関わる委員、相談員等は、職務遂行に当たって、当事者及び関係者の名誉並び
バシー等の人権を侵害しないよう配慮しなければならない。 
パス・ハラスメントに関する業務に従事した者は、その職務上知り得た情報を他に漏ら
らない。 

則 
は、平成 16 年４月１日から施行する。 
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（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.76） 
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（資料７－２－①－４） 

「カウンセリングの取扱い要項」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 「学生便覧 2005」P.105） 

 

（資料７－２－①－５） 
「キャンパス内での診療」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （出典 「学生便覧 2005」P.147） 
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000 68,000 2
3 14 30,000 420,000 3 12 16,000 192,000 3

11 48,000 528,000
6 46,000 276,000

5 2 53,000 106,000 5 8 000 320,000 5
合計 47 1,764,000 合計 37 1,031,000 合計 2 57,000

400,000 4 1 40,0004 4 10 000 40,000

日本育英会 石川県 富山県

（資料７－２－①－６） 

「奨学制度の利用（12月現在）」 

 

 

 17,

平成12年度

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

1 6 31,000 186,000 1 3

 17,
000 51,000 1 1 17,000 17,000

2 8 31,000 248,000 2 4

 40,
 40,

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成14年度

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

7 32,000 224,000
2 32,000 64,000

2 1 35,000 35,000 2 6 18,000 108,000 2
3 9 31,000 279,000 3 6 17,000 102,000 3 1 17,000 17,000
4 12 49,000 588,000 4 8 000 328,000 4
5 12 48,000 576,000 5 10 000 410,000 5
合計 43 1,766,000 合計 36 1,056,000 合計 1 17,000

日本育英会 石川県 富山県

1 1 6 000 108,000 1

41,
41,

18,

平成15年度

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

7 32,000 224,000
1 35,000 35,000

2 9 32,000 288,000 2 8 18,000 144,000 2
1 31,000 31,000
2 32,000 64,000
2 35,000 70,000

4 12 49,000 588,000 4 9 000 387,000 4 1 40,000 40,000
1 48,000 48,000
12 49,000 588,000
1 50,000 50,000

合計 48 1,986,000 合計 38 1,139,000 合計 1 40,000

410,000 55 5 10 000

3 3 7 000 126,000 3

72,000 11 1 4 000

日本育英会 石川県 富山県

43,

41,

18,

18,

平成13年度

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

2 32,000 64,000
1 35,000 35,000

2 7 31,000 217,000 2 3 000 51,000 2 1 17,000 17,000
3 12 31,000 372,000 3 7 17,000 119,000 3

14 48,000 672,000
10 48,000 480,000

5 1 46,000 46,000 5 10 000 400,000 5
合計 47 1,886,000 合計 37 1,129,000 合計 1 17,000

4 4 11 000 451,000 4

108,000 11 1 6 000

日本育英会 石川県 富山県

月額

18,

17,

41,

40,

平成16年

学年

1

3

5
合計

4

2

度
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人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

学年
人数
（名）

月額
月額合計
（円）

8 32,000 256,000 1 3 000 54,000 1
8 32,000 256,000
1 35,000 35,000
10 32,000 320,000 3 9 000 162,000 3
1 49,000 49,000
3 50,000 150,000
2 52,000 104,000
12 49,000 588,000 5 9 000 387,000 5 1 40,000 40,000
45 1,758,000 合計 35 1,105,000 合計 1 40,000

2

4

2

4

4

10

000

000 430,000

石川県 富山県

72,000

18,

18,

18,

43,

43,

日本育英会日本学生支援機構 
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（資料７－２－①－７） 

「金沢工業高等専門学校特待生規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.101） 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 特 待 生 規 程 

                       

第１条 特待生は金沢工業高等専門学校(以下「高専」という)の学生にして、学業優秀・品行方正・

身体強健である者の中から選抜してこれを決定する。 

第２条 特待生には奨学金を与える。 

２ 奨学金の金額については、細則において定める。 

第３条 特待生としての取扱いを受ける期間は１年とする。ただし、再審査の上、引き続き特待生

となることができる。 

２ この制度は日本学生支援機構奨学金制度などとは別途に実施するもので、特待生が他の奨学生

であることを妨げない。 

第４条 奨学金予算額については、理事長において決定し、理事長より校長にその目録が授与され

る。 

第５条 特待生の決定は５月下旬までに、校長がこれを行う。 

２ 特待生は各年次初めにおいて、別に定める選考基準によってその適否を決定する。 

第６条 前条各項の決定は理事会にこれを報告しなければならない。 

第７条 特待生には校長が特待生証書を交付し、その保証人又は保護者に通知する。 

第８条 特待生が次の各号のいずれかに該当すると認められた場合は、直ちにその資格を取り消す

ものとする。 

(1) 学則に違反し又は学生としての本分に反する行為があつた場合。 

(2) その他特待生として不適当であると認められた場合。 

第９条 特待生が第８条の理由により、資格が取り消されたときは、既に受けたその年度の奨学金

を返還しなければならない。 

第 10 条 本規程の実施について必要な事項は、高専の特待生に関する細則において別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は昭和 51 年４月１日から施行する。 

２ この規程は昭和 59 年４月１日から改訂施行する。 

３ この規程は昭和 59 年６月１日から改訂施行する。 

４ この規程は昭和 63 年４月１日から改訂施行する。 

５ 平成 15 年４月１日、従来の特待生規程を題名、内容ともに改正し、即日施行する。 

６ この規程は平成 16 年４月１日から改訂施行する。 
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（資料７－２－①－８） 

「高専の特待生に関する細則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１条 この細則は、金沢

その実施に関する必要な

第２条 規程第１条に定め

(1) １学年に在学する

の１以内の成績であ

(2) ２学年以上に在学

４分の３以上の評価

(3) 特別教育活動におい

(4) 校長が上記(3)に準

(5) 在学中において、学

(6) 在学期間が５年を超

(7) 学校医師の診断によ

第３条 規程第２条により

充当する。 

(1) 第１種当該年度授業

(2) 第２種当該年度授業

第４条 教務主事は学年初

第５条 報告された候補者

第６条 特待生選考委員会

並びに国際コミュニケー

２ 委員会は、副校長が招

第７条 特待生の決定につ

２ 特待生は、公示後 10 日

第８条 特待生は、次の各

(1) 休学、転科又は退学

(2) 本人及び保護者の身

第９条 特待生に関する事

 

附  則 

１ この細則は、昭和 59 年

２ この細則は、昭和 63 年

３ この細則は、平成 15 年

 

 

高 専 の 特 待 生 に 関 す る 細 則 

                  

工業高等専門学校特待生規程(以下「規程」という。)第 10 条に基づいて、

事項を定める。 

る特待生は次の条件を満たさなければならない。 

者は、中学校における学習評価が優れ、かつ入学試験において上位 10 分

ること。 

する者は、学則に定める履修単位をすべて修得し、かつ修得した科目数の

が５であること。 

て優れていること。 

ずると、特に認めるもの。 

則 38 条により懲戒処分を受けたことが無いこと。 

えないこと。 

り引き続き修学ができること。 

特待生に支給する奨学金は次のとおりとし、原則として、本学納入金に

料の全額相当額 

料の半額相当額 

めに、第２条に定める特待生の候補者を特待生選考委員会に報告する。

について、特待生選考委員会の審議を得て校長が特待生を決定する。 

は、副校長、教務主事、学生主事、電気情報工学科長、機械工学科長、

ション情報工学科長で構成する。 

集し、かつこれを主宰する。 

いては、これを校内に公示する。 

以内に受諾の手続をしなければならない。 

号の場合には速やかに届け出なければならない。 

 

分についての変更 

務は、高専事務局で取り扱う。 

４月１日より施行する。 

４月１日より改正施行する。 

４月１日より改正施行する。 
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（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.102）
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観点７－２－② 特別な支援が必要な者（例えば、留学生、障害を持つ学生等が考えられる）がいる

場合には、生活面での支援が適切に行われているか。 

 

    該当ありません。 

 

観点７－２－③ 学生寮が整備されている場合には、学生の生活及び勉学の場として有効に機能して

いるか。 

 

    該当ありません。 

 

観点７－２－④ 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され、機能しているか。 

（観点にかかる状況） 

・本校は、校長の指導のもと、進路指導主事を中心に全校的な指導体制を構築しています。進路指導

主事は進路指導委員会のメンバーを中心に 

・進路に関する学生ガイダンスの実施 

・進路に関する保護者との連絡調整（資料７－２－④－１「保護者等への進路指導状況」） 

・企業訪問による就職開拓及び情報収集（資料７－２－④－２「企業訪問（県外）訪問件数」） 

・就職に関する個別の学生指導 

・企業からの学校訪問の対応（資料７－２－④－３「石川県内の主な企業訪問先」） 

・進学希望者に対する受験指導 

・４年生対象の就職特別講座を実施（資料７－２－④－４「就職特別講座日程」） 

 を行っています。また、指導内容に応じて、全教職員の協力が得られる体制を整備しています。 

（分析結果とその根拠理由） 

・本校における就職及び進学の達成率は過去５か年100％を維持しています。このことは、学生自身の

努力の結果であると共に本校の進路指導体制が適切に機能している結果であると考えています。 

（資料７－２－④－１） 

「保護者等への進路指導状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 出席人数 開催日 出席人数 開催日 出席人数 開催日 出席人数

12月４日（小松）

12月５日（金沢）

12月９日（小松）

12月10、16日（金沢）

12月８日（小松）

12月９、15日（金沢）

12月７日（小松）

12月８、14日（金沢）

12月６日（小松）

12月７、13日（金沢）

5年 122名 12月4日（小松）

4年 115名 12月5、11日(金沢）

注：16年度「進路懇談会」を「進路ガイダンス」に変更。対象は学生。

５月15日 232名 453名平成16年度 ４月10日 ９月４日 96名

126名 ５月10日 215名 463名平成15年度 ４月12日 107名 ９月６日

109名 ５月18日 203名 465名平成14年度 ４月20日 102名 ９月７日

524名

平成13年度 ４月21日 133名 ９月１日 133名 ５月19日 227名 486名

９月２日 118名 ５月20日 221名

年度

平成12年度 ４月22日 95名

114名 ５月29日 245名 459名平成11年度 ４月24日 106名 ９月４日

進路懇談会 進路説明会 育友会総会 地区別懇談会
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（資料７－２－④－２） 

「企業訪問（県外）訪問件数」 
 
 
 
 

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

企業訪問件数
（県外企業）

90 71 53 50 50 56

　＊2月～3月　各社１回訪問

（資料７－２－④－３） 

「平成16年度 石川県内の主な企業訪問先」 

・アール・ビー・コントロールズ㈱ ・㈱でんけん
・浅井鉄工㈱ ・㈱トランテックス
・㈱朝日電機製作所 ・長野ポンプ㈱
・アムズ㈱ ・中村留精密工業㈱
・㈱イコマ･メカニカル ・㈱中本鉄工
・㈱石野製作所 ・日本放送協会　金沢放送局
・㈱イセキ北陸 ・㈱根上工作所
・㈱ウイルコーポレーション ・㈱白山機工
・㈱ＮＴＴドコモ北陸 ・発紘電機㈱
・オリエンタルチエン工業㈱ ・㈱馬場鉄工所
・かがつうシステム㈱ ・㈱ＢＢＳ金明
・㈱金田鉄工所 ・富士通サポート･サービス㈱
・㈱クエストエンジニアリング ・㈱別川製作所
・小松電子㈱ ・㈱北陸計器工業
・㈱三光製作所 ・北陸電力㈱
・㈱ジー・テック ・北陸通信工業㈱
・シーエスエヌ㈱ ・㈱村谷機械製作所
・㈱シーピーユー ・明治乳業㈱　北陸工場
・澁谷工業㈱ ・山一精工㈱
・㈱ソニーケミカル　根上事業所 ・ユアサ電源システム㈱
・㈱大京 ・米沢電気工業㈱
・大同工業㈱ ・㈱ヨネモリ
・高松機械工業㈱ ・若松梱包運輸倉庫㈱
・玉田工業㈱ 計47社　　＊訪問は必要に応じて随時行う

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－２－④－４） 

「就職特別講座日程」 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・本校のクラス担任制は学生ガイダンス、修学指導、学生の自主的活動、生活面、進路指導に至る学

生生活全般に渡って行き届いた指導を可能としています。 

・本校の学生には、金沢工業大学との共用施設（教育支援組織）を利用することによって、充実した

教育環境が提供されています。 

・就職・進学率100％は、多年にわたる努力の成果として評価できると考えています。 

・外国留学希望学生が増加している現状は、本校の英語教育および支援体制の成果と考えています。 

（改善を要する点） 

・学習支援に関する学生の新たなニーズに関する調査が十分ではありません。今後学生に対する聞き

取り調査を実施する等で対応していきます。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

学生に対する学習を進めるためのガイダンスは、クラス担任や授業科目担当教員を中心として行

う体制が整備されており、学生に周知する内容等の共通化を図るなど、適切に実施されています。

学生に対する自主的学習を進めるための相談・助言体制としては、「学習支援計画書」(シラバス)に
オフィスアワーの設定がなされていますが、それ以外の時間であっても随時、クラス担任を中心と

して、授業科目担当教員、部活動顧問などが相談・助言に応じているほか、補習授業、特別講座も

実施し、機能しています。学生の自主的学習環境及びキャンパス生活環境については、高専ラウン

ジ、コンピュータ演習室などの本校の専有施設のほか、ライブラリーセンター、マルチメディア考

房、工学設計教育センター（夢考房）などの大学との共用施設があり、充実した環境が整備されて

いると考えています。各種の資格試験受験のための特別講座の開講や、外国留学のための国際交流

高専委員会および英語教員による支援などの支援体制が機能しています。特に、学生が休学せずに

留学できる単位互換による留学制度は本校の特色と考えられます。このほか、編入学生に対しては、

個別指導を行うなどの学習支援が行われています。学生の組織的活動については、３年生までの全

学生の部活動参加、教員の積極的な部活動顧問担当のほかに、学外コーチの参加など、支援体制の

整備に努力しており、機能しています。 
学生の生活面に関しては、クラス担任や学生主事、学生係が担当となり指導・相談・助言を行っ

ており、カウンセラーを配置した心の相談室の設置や、さらには、保護者と年２回の懇談など、指

導・相談・助言体制が整備されており、機能しています。経済面での相談・助言は事務局が担当す

る体制が整備されており、機能しています。進路指導体制については、進路指導主事を中心に整備

されており、進路に関する学生ガイダンス、企業訪問による就職開拓及び情報収集、就職に関する

個別の学生指導、企業からの学校訪問の対応、進学希望者に対する受験指導、保護者等への進路指

導などを、きめ細かく実施しており、機能しています。 
 
以上のとおり、学習支援体制、課外活動に対する支援体制、及び生活や経済面並びに就職等に関す

る支援体制を総合的に判断すれば、現時点において相応であると考えています。 
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